
 

 

 

                 ＮＳＴ（西中サマータイム実施中） 

１日（月）セクハラ体罰アンケート実施 一斉下校１５：２０ 

２日（火）三者面談（３年） ３日（水）三者面談（３年） ＳＣ（スクールカウンセラー）勤務日  

４日（木）三者面談（３年） ５日（金）三者面談予備日（３年） 漢字検定 

６日（土）総合体育大会開始 頑張れ西中生！！ ７日（日） 

８日（月）食に関する指導（１年生）  一斉下校  

９（火）全校道徳（桜林高校講演 少林寺拳法部、書道部、和太鼓部来校） 

１０日（水）学年評議会・全校委員会 ＳＣ勤務日   

１１日（木）ＮＳＴ通常日課 １２日（金）情報モラル教育（全校） 

１３日（土）バスケットボール総体会場 １４日（日） １５日（月）海の日 

                ＮＳＴ（西中サマータイム）期間終了 

１６日（火）給食最終日 最終下校１７：３０ 

１７日（水）終業式 定期テスト範囲発表 帰りの会終了１０：１５ 部活動終了１２：１５ 

１８日（木）夏期休業開始（～９月１日まで）  

 

～ 壮行会が行われました ～ 

 ７月は、いよいよ３年生にとって、部活動や課外活動等での最後の大会、コンクール等が行われま

す。それに合わせて６月２６日に、本校体育館において壮行会が行われました。各部活動の生徒が、

最後の大会に向けての決意を述べる等、立派な態度で発表してくれました。また、１，２年生の応援

リーダーを中心に、選手たちにエールが送られ、校長からは「全力」で取り組んできてほしいと励ま

しの言葉がありました。私たちは「チーム西中」です。西中の名前を背負う限り、４４３名の生徒、４９

名の教職員が応援しています。今までの成果が発揮できるよう、暑さに負けずに全力で頑張ってき

てください。壮行会でのみなさんは本当に素敵でした。そんな西中の生徒が活躍することを心から

応援しています。 

 

HP上は写真の掲載は控えさせていただきます 

 

 

※学校便りでは各学年の様子等をお伝えします。２～５ページをご覧下さい。 

西中学校便り 
令和６年６月２８日 第４号 

 

７月の予定 

 

各部活動からの発表 吹奏楽部の演奏で入場 



 

 先日、西中学校に１本の電話がありました。電話をしてくれた方は、あるお店の店員さん

でした。電話の内容は、「交差点で交通事故があり、西中学校と思われる生徒さんが救助

活動をしてくれました。その姿に感動したので電話をさせてもらいました。」とのことでし

た。この事故に関しては、中学校にも連絡があったため、職員が現場に駆けつけていたの

ですが、生徒の姿はなく確認することはできませんでした。 店員の方は忙しい中なのに、

その手をとめて電話をしてくれたということは、その言葉通り、西中生の行動が感動に値

する素晴らしいものであったのだと思います。早速校内で情報を集めたところ、          

の３名でした。３名に話を聞いてみると次のような経緯だったそうです。 

 下校途中に、交差点にさしかかった時、横断歩道の途中に自転車が倒れ、その傍で血を

流して倒れている方がいたそうです。２人はその倒れている方に駆けつけて「大丈夫です

か」と声をかけましたが、状況は良くないように見受けられました。そこで、周囲にいた大

人に「救急車を呼んでください」「警察を呼んでください」と要請しました。その後、さんが

通りかかり、一緒に励ましの言葉をかけたり、救助の手伝いをしてくれました。中学生の救

助要請をきっかけに、周囲の大人たちも対応してくれたのと、救急車も到着したので、あ

とは大丈夫だよと３人を帰してくれたとのことでした。 

 先月の学校便りで紹介した３人の行動も素晴らしかったですが、今回の３人の行動もな

かなかできることではないと思います。横断歩道で倒れている人に駆けつけて声をかけ

たことや周囲に救急車を要請する等をしたことは、交通事故の際の人命救助の基本の行

動です。（運転免許の更新講習などのテキストに載っていたと思います。） 

大人でもなかなかできないことを自然とやってのけた３人に敬意を表し、壮行会の最後

に全校に紹介し、「学校特別表彰」を贈らせてもらいました。西中学校の生徒の活躍に誇ら

しい気持ちになりました。 

 

 

                                HP上の写真の掲載は控えさせていた

だきます 

 

 
勇敢な３名に特別表彰を贈りました 



 

 今年の体育祭のスローガンは、『黎明不敵〜西中の 61 歩目を刻め 〜』(３年 A 組作)です。“黎明”とい

う言葉には“物事が盛んに始まろうとする頃”“新しい文化などが起ころうとする時”という意味があるそ

うです。このスローガン通り、「西中の体育祭に“新しい文化”を起こそう」と頑張る姿が見られました。 

小学校では、先生方で行っていた、体育祭の練習計画・準備・運営を、生徒自らの手で行いました。練習

も、実行委員が立てた計画のもと、応援リーダーが協力しながら進められていきました。実行委員学年代表

の府間さんは「学年のみんなで創り上げる、一人ひとりがやって良かったと思える体育祭にしたい」と、目

標を語ってくれました。 

１学年の一番の成長は・・・先生方ではなく学年のリーダーが前に立ち、体育祭の練習を進めることがで

きたことです。今年も日本一の体育祭が全校生徒手で創りあげられました。 

  

   

 



2年生 

白熱の体育祭！ 
6 月 7日に行われた体育祭が無事終了しました。今年の体育祭も生徒たちの団結力と努力

の賜物でした。競技を通じて、生徒たちがお互いに信頼し合い、協力する大切さを再確認し

た素晴らしいものでした。練習から苦労と努力が詰まっていたからこそ熱中でき、彼らの中

で貴重な経験となったことでしょう。これからも、生徒一人ひとりがもつ無限の可能性を信

じ、共に支え合いながら前進し、笑顔あふれる素晴らしい学年にするため、一緒に頑張って

いきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年レク 行いました！ 
6 月 21 日、学年レクでは二人三脚を実施しました。温かい声援が飛び交い、笑顔があふ

れた学年レクとなりました。生徒たちは一致団結し、支えあう心を育むことができたと思い

ます。きっと、彼らの中で新たな友情のきっかけになったはずです。今後も絆を深め、より

よい学年・学級をつくっていきましょう。 

学年競技 

大玉送り 

「２年に元気を 

分けてくれ！」 

学年競技 

背中渡り 

「クラスで作る橋を

渡り切れ！」 

※結果発表を受け、喜ぶD組 

学年レクリエーション 

二人三脚 

※各クラスへ表彰状も出ました 



3年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初は、練習がきついと思ったり、指示が通らなくて難しいと思ったりすることがあったかも

しれません。しかし、団長のさん、さんを中心にだんだんと声かけをする人や積極的に行動する

人が増えて、体育祭を成功させることができ、スローガンにあったように西中の６１歩目を刻め

たと思います。「体育祭だけ頑張ればいい」ではないので、この後の行事や授業などでも体育祭

と同じように積極的に取り組んで行きましょう。そして、最後のサプライズ、とても嬉しかった

です。忘れられない体育祭となりました。最高の思い出をありがとうございます！ 

             紅組応援団長 さん 

中学校生活最後の体育祭、団長を任せてくださりありがとうございます。二冠を目標

にしていましたが、応援賞を逃してしまい悔しく思います。しかし、皆さんが全力を尽

くしてくれたので、総合優勝することができました。結果も大事だと思いますが、自分

は何事もそれまでの過程を大切にしたいと思っています。この経験を残りの中学校生活

のほかの場でも活かせるようにしていきたいです。体育祭とても楽しかったです。本当

にありがとうございました。            紅組応援団長 さん  

体育祭お疲れ様でした。少ない時間での体育祭練習でしたが、皆さんのおかげで学校

全体が楽しめるような、紅白の垣根をこえ今までにない最高な体育祭を作り上げること

ができたと思います。総合優勝は逃してしまいましたが、白組全体でつくった最高な応

援が本番１２０％の力で出せ、勝ち取った応援賞はとても嬉しかったです。ありがとう

ございました。             白組応援団長 さん  


